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【一般演題2】 第5席 「『五体身分集』について」

大阪 長野 仁

『五体身分集』は、室町期に成立した現存する数少ない医書のひとつであり、中世日本医学の様相を示

す甚だ貴重な文献である。本書の医学的価値に初めて着目したのは奈須恒徳や服部甫庵など幕末の医家で

ある。しかし近現代において本書が研究対象として取り上げられることは少なく、富士川游や服部敏良な

どの医学史家が彼らの業績を紹介した水準に止まっている。また、本書は片仮名交じり体のいわゆる＜抄

物＞で国語学的価値を有するため、柳田征司などの国文学者がその方面から若干言及している。

演者は第1回・第2回の学術大会で、中国を凌駕するほど近世に隆盛をみた日本鍼灸の再興期について検

討し、その特徴の一つに五蔵・諸蟲・腹部の親和性を挙げ、かかる淵源は中世鍼灸にあることを示唆した。

『五体身分集』は灸法の記述を豊富に含み、『頓医抄』『万安方』『福田方』『続添鴻宝秘要抄』の鍼灸部分

とともに、中世鍼灸を知る上に格好の文献でもある。のみならず、身体部位別の疾病分類の体例は、富士

川游も指摘するように中国には見られないもので、演者はむしろ源順の『和名類衆抄』身体部の系譜を汲

むものと考えるが、疾病観・思想史的な位置付けは皆無といってよい。

このように、『五体身分集』は医学史・鍼灸史・思想史的に重要な文献であり、本書の研究を進めるこ

とは急務と思われる。本書を研究するには、以下の立場が考えられる。

①著者や成立事情など医学史的考察

②伝本系統や引用文献など書誌学的考察

③病名・薬物の和名や注釈など国語学的考察

④疾病分類法の体例など思想史的考察

⑤配剤や灸法など臨床的考察

今回の発表では、中世鍼灸研究の一環として、まず②書誌的考察を加えたのち、⑤灸法を中心に検討を

行う。そして、④中世医学の疾病認識や③病名の注釈についても若干論考したい。

『五体身分集』伝本系統略図

【服部家旧蔵本】 【浅井家旧蔵本】

『五体身分集』3巻本 『五体身分抄』4巻本

◎江戸初期写本<甫庵叢書 A 亥集/杏雨：乾5689> ×浅井家原本

◎奈須恒徳写本 ◎奈須恒徳抄録本 系統未詳本

文政4年［1821］ 文政4年［1821］ ◎【北野天満宮蔵本】

<慶富：F-コ-77> <国会：182-87> ？【三木栄氏旧蔵本】
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×失伝本

◎服部甫庵写本 ？所在未詳本

文政7年［1824］

<甫庵叢書 B 亥集/杏雨：乾5696>

×小島宝素写本 ×小島宝素写本

◎坂立節写本 ◎坂立節写本（欠巻2・3）
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